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(54) Title: WINDOW REGULATOR

(54) 発明の名称 ：ウィン ドレギュ レ一タ

(57) Abstract: Disclosed i s a window regulator that reduces thrust-down
noises by minimizing the moment o f rising even when the window glass
reaches the lower edge, and improves the durability o f an elastic member.
The window regulator (10) i s provided with: a carrier plate (12) that holds
the window glass; a guide rail ( 11) that ：freely guides the carrier plate up
and down; a direction switching member (13) disposed at the top end o f
the guide rail; inner cables (lb, 17) that pass over the direction changing
member, and are connected t o the carrier plate (12); and a drive mecha
nism (14) that reciprocatingly drives the inner cables. A n elastic member
(28) i s disposed on the lower edge o f the carrier plate (12). A receiving
section (27), which comes into contact with the elastic member (28) and
controls the descent o f the carrier plate, i s disposed on the drive mecha
nism (14) housing (25). The receiving section (27) has an inclined surface
(44) inclined m such a manner as to rise with increasing distance fiOm the
guide rail.

(57) 要約：【課題】 ウィ ン ドガラスが下端に来た ときで も尻
上が リモ一 メン トを抑制 して突 き下 げ音 を低減 し、弾性部
材の耐久性 を向上 させ る。 【解決手段】ウィン ドガラスを
保持す るキ ャ リア プ レー ト1 2 と、キ ャ リア プ レー トを昇
降 自在 にガイ ドす るガイ ドレール 1 1 と、ガイ ドレールの
上端部 に設 けられた方向転換部材 1 3 と、方 向転換部材 に
掛 け渡 され 、キ ャ リア プ レー ト1 2 に連結 されたイ ンナ一
ケー ブル 1 6 1 7 と、そのイ ンナ一ケー ブル を往復駆動
する駆動機構 1 4 とを備 えたウィ ン ドレギ ュ レ一 タ 1 0
キ ャ リア プ レー ト1 2 の下端に弾性部材 2 8 が設 けられ、
駆動機構 1 4 のハ ウジング 2 5 に弾性部材 2 8 と当接 して
キヤ リア プ レー 卜の下降 を規制す る受 け部 2 7 が設 け られ
てお り、受 け部 2 7 はガイ ドレールか ら離れ るに従 って上

にい くように傾斜す る傾斜面 4 4 を有する
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明 細 書

発明の名称 ：ウィンドレギユレ一夕

技術分野

[0001 ] 本発明はウィンドレギユレ一夕に関する。さらに詳 しくは、自動車の ドア

などに設ける窓ガラスを昇降駆動するウィンドレギュレ一タに関する。

背景技術

[0002] 特許文献 1 には、ガイ ドレールと、そのガイ ドレールに沿ってウィンドガ

ラスの昇降方向に摺動するキヤリアブレ一 卜と、そのキヤリアブレ一 卜を昇

降駆動する駆動ュニッ卜とを有 し、その駆動ュニッ卜をガイ ドレールの下端

に設けたウィンドレギュレ一夕が記載されている。前記キヤリアブレ一 卜に

は、その昇降限度位置に達 した際に駆動ュニッ卜のハウジングに当接するク

ッシヨンゴム （ス トッパ）を取り付けている。クッションゴムは、キャリア

プレ一 卜に嵌合される取り付け部と、昇降限度位置に達 した際に前記ハウジ

ングに当接 して弾性変形する当接部とを備えており、当接部は取り付け部よ

りも幅広に形成されると共に、下端側ほど幅が狭まるように形成されている

[0003] このウィンドレギユレ一タでは、クッションゴムの当接部を先細りに形成

することによって、駆動ュニッ卜のハウジングに当接 した際に積極的に弾性

変形させることが可能となり、ス トツバ当接時の打音の発生を抑えることが

できる。また、当接部を取り付け部に対 して前記昇降方向と直交する方向に

オフセットして形成 し、当接部とキャリアプレー 卜との間には間隙を設ける

ことにより、当接部の弾性変形を一層大きくすることができる。さらに前記

当接部は、先端側かつ前記取り付け部側 （ガイ ドレール側）にテーパ面を形

成することにより、当接部のハウジングへの偏当たりを防止して耐久性を向

上させることができ、キヤリアブレ一 卜との干渉を防止することができる。

[0004] 特許文献 2 には、角柱状のクッションゴムをキャリアプレー トの下面側か

ら圧入したウィンドレギユレ一夕が記載されている。特許文献 3 には、ガイ



ドレールの下端部に駆動機構を設けず、ガイ ドレールの下端近辺にガイ ドレ

—ルと直角に突き当たる面を設けたウィン ドレギュレ一夕が記載されている

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献1 ：特開 2 0 0 7 _ 1 7 7 4 2 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 - 0 6 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 1 _ 4 9 9 4 9 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] 自動車のウィン ドレギユレ一タでは、ガイ ドレールが車外に向かって凸と

なるように湾曲 しているため、ガイ ドレール上を摺動するキャリアプレー ト

は、インナ一ケ一プルによって引き下げられるときに下端がガイ ドレールか

ら離れる方向のモーメン ト、いわば尻上がりのモーメン トを受ける。そのた

め窓ガラスが下端に達 したとき、クッションゴムがガイ ドレールに対 して垂

直方向の当り面から逃げる方向でハウジングに突き当たる傾向がある。その

場合はクッションゴムのハウジングとの当り面が小さくなり、ウィン ドガラ

ス下端時の突き下げ音が大きくなる。特許文献 1 のウィン ドレギユレ一夕に

おいてもその傾向がある。

[0007] また、特許文献 1 のクッションゴムのように、当接部の先端側 （下端側）

で、かつ取り付け部側 （ガイ ドレール側）にテ一パ面を形成する場合は、ハ

ゥジングへの偏当りが防止される半面、クッションゴムが/ \ ウジングとの当

り面とオフセッ卜して突き当たるので、圧縮荷重でなく剪断荷重がかかるこ

ととなり、クッションゴムに亀裂が生ずる場合がある。

[0008] 本発明はウィン ドガラスが下端に来たときでも尻上がりモーメン トを抑制

することができ、それによりウィン ドレギュレ一夕の突き下げ音を低減する

こと、さらにクッションゴムに剪断荷重ができるだけかからないようにして



耐 久性 を向上 させ る こ とを技 術 課 題 と して い る。

課題 を解決するための手段

[0009] 本 発 明 の ウィ ン ドレギ ユ レ一 タ は、 ウィ ン ドガ ラ ス を保 持 す る キ ャ リア プ

レ一 卜と、 前 記 キ ャ リア プ レー トを昇 降 方 向 に移 動 自在 に ガ イ ドす る ガ イ ド

レール と、 前 記 ガ イ ドレール の上 端 部 及 び / また は下端 部 に設 け られ た方 向

転 換 部 材 と、 前 記 方 向転 換 部 材 に掛 け渡 され、 か つ前 記 キ ヤ リァ プ レー 卜に

連 結 され た イ ンナ 一 ケ 一 プル と、 そ の イ ンナ 一 ケ 一 プル を巻 き取 る ドラム お

よび そ の ドラム を回転 駆 動 させ る駆 動 モ ー タか らな る駆 動機 構 とを備 え た ゥ

ィ ン ドレギ ュ レ一 夕で あ って、 前 記 キ ヤ リア ブ レ一 卜に弾 性 部 材 が設 け られ

て お り、 前 記 ガ イ ドレール の 下端 近 傍 に、 前 記 弾 性 部 材 と接 触 して キ ャ リア

プ レー 卜の 下 降 を規 制 す る受 け部 が設 け られ て お り、 前 記 受 け部 が ガ イ ドレ

—ル に対 して 直角 の平 面 を基 準 と して ガ イ ドレール か ら離 れ る に従 って上 に

い くよ うに傾 斜 す る傾 斜 面 を有 す る こ とを特 徴 と して い る。 傾 斜 は途 中 で平

坦 な部 分 を含 む な ど、 連 続 的 で な くて も よ い。

発明の効果

[001 0] ( 1 ) 本 発 明 の ウィ ン ドレギ ユ レ一 タ は、 弾 性 部 材 と当接 す る受 け部 が ガ

ィ ドレール か ら離 れ る に従 って上 に い くよ うに傾 斜 す る傾 斜 面 を有 す るの で

、 ウィ ン ドガ ラ ス が 下端 に来 て弾 性 部 材 が傾 斜 面 と当接 す る と、 尻 上 が りモ

— メ ン 卜と逆 の モ 一 メ ン 卜が働 き、 尻 上 が りモ 一 メ ン 卜を抑 制 す る こ とが で

きる。 そ して それ に よ り弾 性 部 材 の圧 縮 代 が 大 き くな り、 衝 撃 の 吸収 効 果 お

よび ウィ ン ドレギ ュ レ一 夕の 突 き下 げ音 を低 減 す る こ とが で きる。 しか も弾

性 部 材 に加 わ る荷 重 は ほ とん ど圧 縮 荷 重 とな り、 剪 断荷 重 が 少 な くな るた め

、 亀 裂 が 生 じに く くな り耐 久性 が 向上 す る。

[001 1] ( 2 ) 前 記 弾 性 部 材 が キ ャ リア プ レー 卜に取 り付 け られ る取 り付 け部 と、

受 け部 と当接 す る 当 り部 とを備 え て お り、 そ の 当 り部 が、 正 面 視 で 下 向 きに

凸 とな る略 三 角 柱 状 を呈 して い る場 合 は、 弾 性 部 材 の圧 縮 代 が 一 層 大 き くな

り、 尻 上 が りモ ー メ ン トの抑 制 効 果 お よび 突 き下 げ音 の抑 制 効 果 が 大 き くな

る。



[001 2] ( 3 ) 前記当り部の下端における、ガイ ドレールに近い側の部位が、ガイ

ドレールに対 して直角の平面を基準としてガイ ドレールから離れるに従って

下にいくように傾斜する面となるように面取 りされている場合も、弾性部材

の圧縮代が一層大きくなり、尻上がりモーメン トの規制効果および突き下げ

音の抑制効果が一層大きくなる。

[001 3] ( 4 ) 前記弾性部材がキャリアプレー 卜のガイ ドレ一ルとは反対の側から

嵌め込まれて固定されている場合は、弾性部材の大きさの制限が少ない。そ

のため、受け部と当たる当り面が拡大可能である。 したがって受け部と当り

面との打音をさらに小さくすることができる。また、弾性部材のほぼ全面で

圧縮荷重によって当り面と突き当るので、弾性部材の耐久寿命が延びる。

[0014] ( 5 ) 前記受け部の傾斜面がガイ ドレールに垂直な平面に対 し、 1 0 ~ 2

0 ° 傾斜 している場合は、キャリアプレー 卜の尻上がりモーメン トを効率よ

く抑制することができる。

[001 5] ( 6 ) 前記受け部のうち、ガイ ドレールに近い部位はガイ ドレールに対 し

てほぼ直角であり、先端側に前記傾斜面が設けられている場合は、キャリア

プレー 卜の尻上がりモ一メン 卜を一層効率よく抑制することができる。

[001 6] ( 7 ) 前記弾性部材の面取 りによって形成された面が、ガイ ドレールに垂

直の平面に対 して 2 0 ~ 3 0 ° 傾斜 している場合は、キャリアプレー 卜の尻

上がりモーメン トを一層抑制することができ、突き下げ音の低減および弾性

部材の耐久性の向上に役立つ。

[001 7] ( 8 ) 前記方向転換部材がガイ ドレールの上端にのみ設けられ、前記ガイ

ドレールの下端付近に ドラムが設けられ、前記駆動機構の外周に前記受け部

が設けられている場合は、ウィン ドレギュレ一夕の構成をシンプルにするこ

とができ、 しかも受け部の設計自由度が向上する。

図面の簡単な説明

[001 8] [ 図1] 本発明のウィン ドレギユレ一夕の一実施形態を示す正面図である。

[ 図2] 図 1 のウィン ドレギュレ一夕の要部拡大正面図である。

[ 図3] 図 1 のウィン ドレギユレ一夕の一部断面要部拡大側面図である。



[ 図4 ] 図 4 a および図 4 b はそれぞれ図 1 のウィン ドレギュレ一夕に用いられ

ている弾性部材の側面図および正面図、図 4 c および図 4 d はその弾性部材

の上および下から見た斜視図である。

[ 図5] 図 1 のウィン ドレギュレ一タにおけるキヤリアブレ一 卜の下降端状態を

示す正面図である。

[ 図6] 図 1 のウィン ドレギュレ一タにおけるキヤリアブレ一 卜の下降端状態を

示す側面図である。

[ 図7] 図 1 のウィン ドレギュレ一夕の概略側面図である。

発明を実施するための形態
[001 9] 図 1 に示すウィン ドレギユレ一タ 1 0 は、上下に延びるガイ ドレール 1 1

と、そのガイ ドレールによって摺動自在にガイ ドされるキヤリアブレ一 卜1

2 と、ガイ ドレール 1 1 の上端に設けられる方向転換部材 1 3 と、ガイ ドレ

—ル 1 1 の下端に設けられる駆動機構 1 4 とを備えている。このウィン ドレ

ギユレ一タ 1 0 はさらに、キャリアプレー ト1 2 に一端が係止され、上に延

び、方向転換部材 1 3 で方向転換 して下方に延び、他端近辺が駆動機構 1 4

内の ドラム 1 5 に巻かれて係止された上昇用インナ一ケ一プル 1 6 と、キヤ

リアプレー ト1 2 に一端が係止され、下方に延び、他端近辺が ドラム 1 5 に

巻かれて係止された下降用ィンナ一ケ一プル 1 7 を備えている。

[0020] このようなウィン ドレギユレ一タ 1 0 は、自動車の ドアのウィン ドガラス

を昇降するために ドア内に設けられる。図 1 は自動車の車外側から見た状態

であり、ガイ ドレール 1 1 の手前側にウィン ドガラスの下端を支持するキヤ

リアプレー ト1 2 が設けられている。

[0021 ] 前記ガイ ドレール 1 1 は通常は金属板製であり、長尺の金属板の一方の側

縁近辺にキャリアプレー ト1 2 のガイ ド溝に嵌合するガイ ド突条 1 1 a を形

成 し、他方の側縁近辺を略直角に折り曲げてリプを形成 したものである。ガ

イ ド突条 1 1 a は二重に折り重ねて立ち上げた二重折り曲げ部からなる。ガ

ィ ドレール 1 1 はウィン ドガラスの昇降軌跡に合わせて、車外側が凸となる

ように円弧状に湾曲 している （図 7 参照）。また上端側が自動車の車体の後



方 （図 1 では右側）に後退するように傾斜 して配置されている。

[0022] 図 2 に示すように、前記キャリアプレー ト1 2 はウィン ドガラスの下端を

支える係合段部 1 8 および取り付け穴 1 9 、 2 0 を有する。また中央部には

インナ一ケ一プル 1 6 、 1 7 のケ一プルエン ド1 6 a 、 1 7 a (図 1参照）

を係止する係止凹部 2 が設けられ、その近辺にはガイ ドレール 1 1 のガイ

ド突条 1 1 a と摺動するガイ ド溝 2 2 が形成されている。このようなキヤリ

アブレ一 卜1 2 は、金属板に合成樹脂をインサー ト成型 したもの、あるいは

全体を合成樹脂で構成 し、金属製の埋め込みナツ卜やグロメッ卜などの補強

部材を嵌合 したものなどが用いられる。

[0023] 前記方向転換部材 1 3 は軸部材 2 4 によってガイ ドレ一ル 1 1 に対 して回

転自在に取り付けられたプーリであり、上昇用インナ一ケ一プル 1 6 はその

周縁に巻き掛けている。プーリに代えて、上昇用インナ一ケ一プル 1 6 が摺

動する略円弧状のガイ ド溝を備えたスライ ドガイ ドを用いることもできる。

[0024] 前記駆動機構 1 4 は、 ドラム 1 5 を回転自在に支持するハウジング2 5 と

、そのハウジングに取り付けられるモータM と、モータの回転を減速 して ド

ラム 1 5 に伝える減速機 2 6 とを備えている。減速機としてはウォーム減速

機などが用いられる。ハウジング2 5 の上面には、ガイ ドレール 1 1 の下端

を揷入固定するスリット溝が形成されており、さらにキャリアプレー ト1 2

の下端と当接 してウィン ドガラスの下降端を規制する受け部 2 7 が設けられ

ている。受け部 2 7 は、キャリアプレー ト1 2 の下端近辺に取り付けられる

弾性部材 2 8 と当接する部位である。弾性部材 2 8 は打ち当て音を小さくす

るため、ポリウレタンなどの弾力性を有する合成樹脂、あるいはクロロプレ

ンなどの合成ゴムなど、緩衝作用を奏するクッション部材が用いられる。

[0025] この実施形態では駆動機構 1 4 をガイ ドレール 1 1 の下端に取り付けてい

るが、駆動機構 1 4 はガイ ドレールの上下方向の中央近辺に設けることもで

きる。たとえばガイ ドレールの途中から側方に突出させたブラケッ卜に取り

付けたり、 ドアのインナ一パネルに取り付けたりすることもできる。その場

合はガイ ドレール 1 1 の下端近辺に下降用インナ一ケ一プル 1 7 の方向転換



部材を設けると共に、受け部 2 7 をガイ ドレール 1 1 あるいはインナ一パネ

ルに設ける。

[0026] 図 2 および図 3 に示すように、キャリアプレー ト1 2 の下端近辺には、弾

性部材 2 8 を嵌合 して取り付けるための嵌合溝 3 0 が設けられている。図 2

に示すように、嵌合溝 3 0 は下方に開口しており、左右の内面には弾性部材

2 8 の下方および手前側 （図4 a の右方向）への抜け止めとなる左右一対の

ガイ ド突起 3 1 が設けられている。さらに図 3 に示すように、嵌合溝 3 0 は

弾性部材 2 8 をガイ ドレール 1 1 の反対側 （図 3 の右側）から揷入できるよ

うにしている。ただ しガイ ドレ一ル側から揷入できるようにしてもよい。

[0027] 図 4 a 、図4 b に示すように、弾性部材 2 8 は、上部を前後に延びる略円

柱状の取り付け部 3 3 とし、下部は略三角柱状の当り部 3 4 としている。取

り付け部 3 3 は前後寸法が当り部 3 4 より長 く、当り部 3 4 の後端より後方

に突出している。取り付け部 3 3 の左右の側面は平坦にされ、 しかもキヤリ

アブレ一 卜1 2 の嵌合溝 3 0 のガイ ド突起 3 と嵌合する一対のガイ ド溝 3

6 が形成されている。ガイ ド溝 3 6 は前方 （図4 a の左側）に向けて開口し

ているが、後端には係止壁 3 7 が設けられている。また、係止溝 3 6 の途中

に深い係止溝 3 8 が形成されており、ガイ ド突起 3 の途中には係止溝 3 8

と嵌合する係止突起 3 9 が形成されている （図 5 参照）。嵌合溝 3 0 に弾性

部材 2 8 の取り付け部 3 3 を挿入すると、係止突起 3 9 が係止溝 3 8 に嵌合

して、あるいは係止壁 3 7 が係止突起 3 1 の後端と当接 して、それ以上は入

り込まない。

[0028] 嵌合溝 3 0 の上面には、挿入 した弾性部材 2 8 の抜け止めとなる係止爪4

0 を突設 している （図 3 参照）。それにより、弾性部材 2 8 はガイ ドレール

1 の反対側から容易に揷入することができ、 しかも揷入後には、接着剤な

どを用いずに抜け止め作用が得 られる。接着剤で抜け止めとすることもでき

るが、弾性部材 2 8 の自由な弾性変形を許すように、接着剤は使用 しない方

が好ましい。この実施形態では係止突起と係止壁 3 7 の係合で弾性部材 2 8

の進入を規制 しているが、キャリアプレー ト1 1 の嵌合溝 3 0 の奥に弾性部



材 2 8 の進入を止める壁を設けることもできる。 しか し係止爪 4 0 を設ける

こともあって、弾性部材の進入を止める壁は設けない方が合成樹脂の成型が

容易である。

[0029] 図 4 b のように、 この弾性部材 2 8 の正面視では、当 り部 3 4 の横幅が取

り付け部 3 3 の横幅より大 きい。そ して当 り部 3 4 の うち、取 り付け部 より

突出 している部位の上面 4 2 は平坦にされ、キャ リアプレー 卜の下面 3 5 に

当接する。それにより上向きに加わる衝撃力を受け止めることができる。当

り部 3 4 は下向きに凸の略三角柱状で、正面視では図 4 b のように 「矢印」

のように見える。そ して側面視では図 4 a のように、当 り部 3 4 の下端の前

側 （ガイ ドレール側）が面取 りされて、 ガイ ドレールか ら離れるに従 って下

にい くように傾斜する面 （以下、面取 り部 という） 4 3 とされ、後側では、

三角柱の下端 4 5 が尖 った稜線のまま、 ガイ ドレールに対 して垂直に延びて

いる。面取 り部 4 3 の傾斜角度は、 ガイ ドレ一ル 1 1 に対 して垂直な平面 （

基準面）に対 し、約 2 0 ~ 3 0 ° である。

[0030] 他方、弾性部材 2 8 と当接するハ ウジング 2 5 の受け部 2 7 には、弾性部

材 2 8 の当 り部 3 4 の下端 4 5 と当接する傾斜面 4 4 が形成 されている。 こ

の傾斜面 4 4 はガイ ドレールか ら離れるに従 って上に行 くように傾斜 してい

る。傾斜は連続的でな くてもよ く、本発明の効果を奏することができる限 り

、途中に平坦な部位などを含んでいてもよい。傾斜角度は、 ガイ ドレールに

垂直な平面に対 し、 1 0 ~ 2 0 ° 程度である。 また受け部 2 7 の うち、 ガイ

ドレ一ル側の基部 4 6 はガイ ドレ一ルに対 して略直角であ り、先端側 に傾斜

面 4 4 が設けられている。

[0031 ] 上記のように構成 されるウィン ドレギユレ一タ 1 0 は、駆動機構 1 4 のモ

—タM が一方向に回転すると、減速機 を介 して ドラム 1 5 が一方向に回転 し

、上昇用インナ一ケ一プル 1 6 と下降用インナ一ケ一プル 1 7 か らなるケ一

プルのループを一方向に循環駆動 し、たとえばキャ リアプレー ト1 2 を上昇

させ、 ウィン ドガラスを上昇させて窓を閉 じる。モータM が逆方向に回転す

ると、キャ リアプレー ト1 2 を下降させ、窓を開ける。 ウィン ドガラスが下



降端に達 したとき、キャリアプレー ト1 2 の弾性部材 2 8 がハウジング2 5

の受け部 2 7 に当接 して下降が止められる。

[0032] このとき図 5 および図 6 に示すように弾性部材 2 8 の傾斜 している面取り

部 4 3 が受け部 2 7 の平坦な基部 4 6 と当接 し、当り部 3 4 の後部の三角柱

の下端 4 5 が受け部 2 7 の傾斜面 4 4 と当接する。ただ し弾性部材 2 8 の面

取り部 4 3 と三角柱の下端 4 5 の境界は基部と傾斜面の境界と同 じ位置に来

なくてもよい。弾性部材 2 8 が受け部 2 7 に当接するとき、受け部 2 7 の傾

斜面 4 4 がガイ ドレールから離れるに従って上にいくように傾斜 しているの

で、キャリアプレー ト1 2 には下端 4 5 をガイ ドレール側に寄せようとする

モ一メン 卜が作用する。すなわち尻上がりのモ一メン 卜とは逆のモ一メン 卜

が作用する。そのため弾性部材 2 8 は全体に圧縮荷重が加わり、剪断荷重は

生 じにくい。そして弾性部材 2 8 の耐久性が向上する。また、弾性部材 2 8

の圧縮代が大きくなるので、打ち当て音抑制効果が大きい。

[0033] さらに弾性部材 2 8 がキャリアプレー ト1 2 に対 し、ガイ ドレール 1 1 と

は反対側から嵌め込まれて固定されているので、弾性部材 2 8 の設計に当り

、大きさの制限が少ない。そのため、弾性部材の受け部との当り面が拡大可

能である。そのため、当り面との打音を一層小さくすることができる。ただ

し弾性部材 2 8 をガイ ドレ一ル側から揷入するようにしてもよい。

符号の説明
[0034] 1 0 ウィン ドレギユレ一タ

ガイ ドレール

1 1 a ガイ ド突条

1 2 キヤリアブレ一 卜

3 方向転換部材 （プーリ）

4 駆動機構

5 ドラム

1 6 上昇用ィンナ一ケ一プル

7 下降用インナ一ケ一プル



a 、 1 7 a ケ ープル ェ ン ド

係合段部

2 0 取 り付 け穴

係止凹部

ガイ ド溝

軸部材

ハ ウジ ン グ

モ— タ

減 機

受け部

弾性部材 （ク ッシ ョン ゴム )

嵌合溝

ガイ ド突起

取 り付 け部

当 り部

下面

ガイ ド溝

係止壁

係止溝

係止突起

係止爪

上面

面取 り部

傾斜面

而

基部



請求の範囲

ウィン ドガラスを保持するキヤ リアブ レ一 卜と、

前記キャ リアプ レー トを昇降方向に移動 自在 にガイ ドするガイ ドレ一

ル と、

前記 ガイ ドレールの上端部及び/ または下端部 に設 け られた方向転換

部材 と、

前記方向転換部材 に掛 け渡 され、かつ前記キヤ リァプ レー 卜に連結 さ

れたィンナーケーブル と、

そのィンナ一ケ一プル を巻 き取 る ドラムおよびその ドラムを回転駆動

させる駆動モータか らなる駆動機構 とを備 えたウィン ドレギユ レ一タ

であ って、

前記キャ リアプ レー 卜に弾性部材が設 け られてお り、

前記 ガイ ドレールの下端近傍 に、前記弾性部材 と接触 してキャ リアプ

レ一 卜の下降を規制する受け部が設 け られてお り、

前記受け部がガイ ドレ一ル に対 して直角の平面 を基準 と して、 ガイ ド

レールか ら離れるに従 って上 にい くように傾斜する傾斜面 を有するゥ

ィン ドレギュ レ一タ。

前記弾性部材がキヤ リアブ レ一 卜に取 り付 け られる取 り付 け部 と、

受け部 と当接する当 り部 とを備 えてお り、 その当 り部が、正面視で下

向 きに凸 となる略三角柱状 を呈 している請求項 1 に記載のウィン ドレ

ギュ レ一タ。

前記当 り部 における、 ガイ ドレール に近い側の部位が、 ガイ ドレ一

ル に対 して直角の平面 を基準 と してガイ ドレールか ら離れるに従 って

下にい くように傾斜する面 となるように面取 りされている請求項 1 に

記載のウィン ドレギュ レ一タ。

前記弾性部材がキャ リアプ レー 卜のガイ ドレ一ル とは反対の側か ら

嵌め込 まれて固定されている請求項 1 に記載のウィン ドレギユ レ一タ



[ 請求項 5] 前記受け部の傾斜面がガイ ドレール に垂直の平面 に対 し、 1 0 ~ 2

0 ° 傾斜 している請求項 1 に記載のウィン ドレギユ レ一タ。

[ 請求項 6] 前記受け部の うち、 ガイ ドレール に近い部位 はガイ ドレール に対 し

てほぼ直角であ り、先端側 に前記傾斜面が設 け られている請求項 1 に

記載のウィン ドレギュ レ一タ。

[ 請求項 7 ] 前記弾性部材の面取 りによって形成 された面が、 ガイ ドレ一ル に垂

直の平面 に対 して 2 0 ~ 3 0 ° 傾斜 している請求項 3 に記載のウィン

ドレギュ レ一タ。

[ 請求項8] 前記方向転換部材がガイ ドレールの上端 にのみ設 け られ、

前記 ガイ ドレールの下端付近 に ドラムが設 け られ、

前記駆動機構の外周 に前記受け部が設 け られている請求項 1 ~ 7 のい

ずれかに記載のウィン ドレギュ レ一タ。
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